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８
月
29
日（
土
）
開
催

茨
城
県
・
桜
川
市
総
合
防
災
訓
練 

　

桜
川
市
で
は
茨
城
県
と
合
同
で

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
内
容
は
、
地
震
お
よ
び
土
砂

災
害
を
想
定
し
、
情
報
伝
達
訓
練

や
救
助
訓
練
な
ど
、
大
規
模
な
訓

練
を
展
開
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
消
防
や
防
災
航
空
隊

な
ど
に
よ
る
大
が
か
り
な
救
出
救

助
訓
練
を
間
近
で
見
学
で
き
る
ほ

か
、
市
内
３
つ
の
小
学
校
を
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
、
住
民
参
加

に
よ
る
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
展
示
・

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
29
日
（
土
）、
９

時
30
分
～

（
災
害
や
天
候
不
良
な
ど
に
よ
り
、

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
会
場

【
メ
イ
ン
会
場
】

桜
川
市
総
合
運
動
公
園

【
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
】

南
飯
田
小
学
校
、
坂
戸
小
学
校
、

猿
田
小
学
校

■
災
害
想
定

大
地
震
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
大
規

模
土
砂
災
害
を
想
定

■
訓
練
種
目

【
メ
イ
ン
会
場
】

救
出
・
救
助
訓
練
や
救
援
・
救
護

訓
練
、
防
災
関
係
機
関
に
よ
る
展

示
、
炊
出
し
コ
ー
ナ
ー
な
ど
　

【
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
】

地
元
に
お
い
て
の
避
難
訓
練
、
炊

出
し
訓
練
な
ど

■
問
合
先
／
生
活
安
全
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
２
２
８
８
）

　

８
月
16
日
（
日
）
19
時
か
ら
、

桜
川
市
商
工
会
西
側
広
場
で
、

桜
川
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念

「
第
38
回
納
涼
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

毎
年
、
多
く
の
方
が
参
加
す

る
盆
踊
り
大
会
で
、
帰
省
し
た

方
も
加
わ
り
、
や
ぐ
ら
を
中
心

に
人
の
輪
が
で
き
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
の
か
わ
い
い

保
育
園
・
幼
稚
園
児
た
ち
の
踊

り
で
幕
を
開
け
、
多
彩
な
衣
装

や
思
い
思
い
の
仮
装
を
し
た
方

が
踊
る
「
団
体
お
ど
り
コ
ン
テ

ス
ト
」
や
ゲ
ス
ト
の
歌
に
合
わ

せ
た
踊
り
、
そ
し
て
同
コ
ン
テ

ス
ト
の
審
査
結
果
の
発
表
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
岩
瀬
よ
い
と
こ
」
や
「
石

投
げ
お
ど
り
」
な
ど
、
納
涼
大

会
に
は
欠
か
せ
な
い
曲
に
の
せ

て
、
み
ん
な
で
踊
り
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
の
序
盤
で
は
、
一
般
の

方
も
一
緒
に
な
っ
て
踊
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
賑
や
か
な
露
店
も
た

く
さ
ん
。
踊
ら
な
く
て
も
、
観

る
だ
け
で
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
観
光
協
会

（
商
工
観
光
課
内 

☎
０
２
９
６

-

55-

１
１
５
９
直
通
）

納
涼
大
会

８月16日（日）、19時～
　雨天時17日（月）
桜川市商工会西側広場（調整池）
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1 2 3

あなたにも、マイナンバー。
はじまります。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、
住
民
票

を
有
す
る
全
て
の
方
に
付
さ
れ
る

１
人
１
つ
の
12
桁
の
番
号
の
こ
と

で
、
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策

の
分
野
で
複
数
の
機
関
に
存
在
す

る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の
情
報

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に

活
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う
も

の
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え

い
し
て
、
不
正
に
使
わ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
一
生

変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。

制
度
の
利
用
範
囲

○
社
会
保
障

　

年
金
の
資
格
取
得
や
確
認
・
給

付
、
雇
用
保
険
の
資
格
取
得
や
確

認
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
事
務
、
医

療
保
険
の
保
険
料
徴
収
、
福
祉
分

野
の
給
付
、
生
活
保
護
な
ど

○
税

　

税
務
署
等
に
提
出
す
る
確
定
申

告
書
・
届
出
書
・
調
書
に
記
載
す

る
ほ
か
、
そ
の
内
部
事
務
な
ど

○
災
害
対
策

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
支

給
、
被
災
者
台
帳
の
作
成
な
ど

※
こ
の
ほ
か
、
社
会
保
障
・
地
方

税
・
災
害
対
策
に
か
ん
す
る
事
務

で
、
市
町
村
が
条
例
で
定
め
る
事

務
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
平
成
27
年
10
月
～

　

住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
方
に

12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ

れ
ま
す
（
中
長
期
在
留
者
や
特
別

永
住
者
な
ど
の
外
国
人
も
対
象
と

な
り
ま
す
）。

　

簡
易
書
留
で
住
民
票
の
住
所
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
（
住
民
票
の
住
所
と
異
な
る
と

こ
ろ
に
お
住
ま
い
の
方
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
）。

▼
平
成
28
年
１
月
～

　

社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の

行
政
手
続
で
順
次
利
用
が
始
ま
り

ま
す
。

　

希
望
者
に
は
申
請
に
よ
り
個
人

番
号
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
表
面
に
氏

名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
と

本
人
の
顔
写
真
が
、
裏
面
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
、
本
人
確

認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

電
子
証
明
書
も
標
準
搭
載
さ
れ
、

e-Tax

な
ど
の
各
種
電
子
申
請
を

行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●！  マイナンバー（個人番号）とは、国民一人ひとりが持つ12桁の番号のこと。
・�平成28年１月から社会保障・税・災害対策の行政手続きで使用が始まります。
・法人にも13桁の法人番号が指定され、官民問わず自由に使用できます。

平成27年

10月から
マイナンバーを

一人ひとりに
お届けします！

３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

行政の効率化

手続きが正確で
早くなる

国民の利便性の向上

面倒な手続きが
簡単に

公平・公正な
社会の実現

給付金などの
不正受給の防止

マイナンバー制度のお問い合わせは、マイナンバーコールセンター（内閣官房）

０５７０ｰ２０ｰ０
マ

１
イ

７
ナ ン

８
バ ー

（全国共通ナビダイヤル）
※お掛け間違いのないよう、くれぐれもご注意ください。

平日９時３０分～１７時３０分（土日祝日・年末年始を除く）
※ナビダイヤルは通話料がかかります。
※英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語対応は０５７０ｰ２０ｰ０２９１におかけください。
※一部 IP電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合は、０５０ｰ３８１６ｰ９４０５におかけください。
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■�

問
合
先
／
企
画
課�

病
院
整
備
推
進
室
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

地
域
医
療 

情
報

病
院
整
備
基
本
構
想
（
素

案
）
を
協
議

　

第
３
回
筑
西
・
桜
川
地
域
公
立

病
院
等
再
編
整
備
推
進
協
議
会

が
、
７
月
21
日
に
筑
西
合
同
庁
舎

で
開
催
さ
れ
、
新
中
核
病
院
・
桜

川
市
立
病
院
整
備
基
本
構
想
（
素

案
）
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
基
本
構
想
（
素
案
）

は
、
7
月
29
日
（
水
）
～
8
月
17

日
（
月
）
ま
で
の
20
日
間
、
桜
川

市
・
筑
西
市
の
両
市
で
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民

の
皆
様
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
う

え
で
、次
回
の
推
進
協
議
会
で「
基

本
構
想
」
と
し
て
確
定
す
る
予
定

で
す
。

新
中
核
病
院
・
桜
川
市
立
病
院

整
備
基
本
構
想
（
素
案
）

　

本
紙
２
０
１
５
年
７
月
１
日
号

（
No.
２
３
５
）
で
お
知
ら
せ
し
た

「
医
療
機
能
」「
病
床
規
模
」「
建

設
場
所
」「
経
営
形
態
」
の
4
項

目
の
う
ち
、
新
中
核
病
院
と
桜
川

市
立
病
院
の
「
医
療
機
能
」
に
つ

い
て
、
次
の
項
目
を
追
加
し
、
明

記
し
ま
し
た
。

▼
新
中
核
病
院

・�

筑
西
市
民
病
院
お
よ
び
県
西
総

合
病
院
の
医
療
資
源
や
医
療
機

能
・
診
療
科
を
集
約
す
る
と
と

も
に
、
筑
西
・
桜
川
地
域
に
必

要
な
医
療
機
能
を
強
化
す
る
。

・�

地
元
の
医
師
会
や
医
療
機
関
と

連
携
を
し
て
機
能
強
化
を
図
る
。

▼
桜
川
市
立
病
院

・�

指
定
管
理
予
定
者
の
医
療
資
源

や
医
療
機
能
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
外
来
診
療
等
の
医
療
機

能
の
充
実
な
ど
、
桜
川
市
に
必

要
な
医
療
機
能
を
強
化
す
る
。

・�

診
療
所
が
少
な
い
桜
川
市
に
お

い
て
は
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
と
し
て
、
医
療
需
要
を
踏
ま

え
た
上
で
市
民
に
身
近
な
医
療

機
能
の
充
実
を
図
る
。

▽
検
討
課
題
（
委
員
意
見
）

・�

診
療
科
目
な
ど
の
医
療
機
能
が

抽
象
的
な
表
現
な
の
で
、
も
う

少
し
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
記
述
す
る
べ
き
。

・�

こ
れ
ま
で
の
基
本
構
想
（
素

案
）
の
策
定
段
階
で
、
地
元
医

師
会
や
医
療
関
係
者
と
の
話
し

合
い
が
十
分
で
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

・�

今
後
、
ど
の
よ
う
に
基
本
計
画

で
医
療
機
能
を
具
体
化
し
て
い

く
か
の
道
筋
が
見
え
な
い
。

・�
具
体
的
に
医
療
機
能
を
明
示
し

て
い
な
い
内
容
に
つ
い
て
、パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て

市
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
求
め

る
の
は
無
理
で
は
な
い
か
。

・�

高
齢
者
の
方
に
も
わ
か
る
よ
う

に
も
っ
と
広
く
知
ら
せ
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

・�

今
後
、
基
本
計
画
で
医
療
機
能

な
ど
の
具
体
化
の
検
討
に
向
け

て
、
早
急
に
新
中
核
病
院
の
リ

第 3回筑西・桜川地域公立病院等再編整備推進協議会が開催
され、基本構想（素案）について意見が交わされました。

ー
ダ
ー
と
な
る
べ
き
人
を
選

び
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
、
地
域
の
医
師
会
や
医

療
関
係
者
と
話
し
合
い
を
行

い
、
新
し
い
病
院
の
基
本
方
針

や
医
療
機
能
を
決
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

新
中
核
病
院
の
整
備
候
補
地
を

養
蚕
地
区
内
「
大
塚
・
深
見
地

区
」
に
選
定

　

被
災
の
恐
れ
が
な
い
、
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
飛
行
に
障
害
が
な
い
、
必

要
な
敷
地
面
積
が
確
保
で
き
る
な

ど
か
ら
、
新
中
核
病
院
の
整
備
候

補
地
と
し
て
、
筑
西
市
養
蚕
地
区

内
の
筑
西
幹
線
道
路
西
側
の
大

塚
・
深
見
地
区
約
３
．
８
㌶
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
方
針

　

今
後
の
基
本
計
画
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
医
師
会
や
医
療
関
係
者

な
ど
が
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
せ

る
よ
う
な
話
し
合
い
の
場
を
設

け
、
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
形
で

市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
知

ら
せ
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

次
回
、
第
４
回
目
の
推
進
協
議

会
を
８
月
26
日
（
水
）
に
開
催
し
、

「
基
本
構
想
」
を
確
定
す
る
予
定

で
す
。

新
中
核
病
院
・
桜
川
市
立
病

院
再
編
整
備
基
本
構
想
（
案
）

／
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

本
紙
7
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
よ
う
に
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
案
の
公
表
場
所
に
、「
県

西
総
合
病
院
」
が
追
加
と
な
り
ま

し
た
。

■
公
表
・
意
見
募
集
期
間

７
月
29
日（
水
）～
８
月
17
日（
月
）

の
20
日
間
（
意
見
必
着
）

■
公
表
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
市
総

合
窓
口
課
（
３
庁
舎
）、
県
西
総

合
病
院
総
合
受
付
付
近

■
意
見
提
出
先

・�

郵
送
先
／
〒
３
０
９-

１
２
９
３��

桜
川
市
羽
田
１
０
２
３�

桜
川

市�

企
画
課�

病
院
整
備
推
進
室

・�

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
９
６-

58-

５
０
８
２

・�

持
参
先
／
企
画
課
病
院
整
備
推

進
室
（
大
和
庁
舎
３
階
）
お
よ

び
総
合
窓
口
課
（
３
庁
舎
）

・��

電
子
メ
ー
ル
／�

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

内
専
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
」
か

ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
病
院
に
対
す

る
思
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い

4さくらがわ　2015.8.1



◆
藍ら

ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章

　
阿あ

部べ 

富ふ

さ

こ

佐
子 

さ
ん

　
　
現 

調
停
委
員

 

（
70
歳
・
鍬
田
地
区
）

寄　付

寄　

贈

寄　贈

寄　

付

常
陽
銀
行
か
ら
、
同
銀
行
の
創
立

80
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
明

る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し

た
い
と
、
軽
自
動
車
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
た
桜
川
市
区
長
ゴ
ル
フ
愛
好

会
（
櫻さ

く
ら

井い

信の
ぶ
ふ
み文
会
長
）
か
ら
、
桜

川
市
の
教
育
振
興
の
た
め
に
と
、

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

梅
井
教
育
長
（
写
真
左
）
へ
寄
付
金
を
手

渡
す
桜
川
市
区
長
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の
櫻
井

信
文
会
長
（
写
真
右
）

軽自動車を寄贈した常陽銀行 大
だい

門
もん

卓
たか

行
ゆき

真壁支
店長（写真右）と塩

しお

谷
たに

和
かず

宏
ひろ

岩瀬支店長（写真左）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

本
紙
２
０
１
５
年
７
月
１
日
号

（
No.
２
３
５
）
４
ペ
ー
ジ
「
叙
勲
・

褒
章
の
受
章 

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
中
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
（
赤

線
箇
所
）
い
た
し
ま
す
。

　平成 27 年 10 月の国勢調査では、パソコンやスマートフォンを使って、イン
ターネットからの回答が可能になりました。
　国勢調査は、日本国内に住むすべての人と世帯を対象とする、国の最も重要
な統計調査です。調査結果は、高齢者の介護・医療、若者の雇用対策、児童福祉、
地域の活性化など私たちの暮らしの様々な分野で役立てられる基礎データにな
ります。
　調査関係書類は、9 月上旬から調査員が各世帯を訪問して配布します。10 月
１日現在の皆さんの状況を回答してください。
　インターネットで回答するか、記入した調査票を調査員に渡すか、郵送でも
提出できます。　
　皆様のお宅に統計調査員が調査に伺いましたら、ご協力をお願
いします。
■問合先／企画課　統計・市民協働グループ

（☎ 58-5111・75-3111、内線 1274）

国勢調査がよりスムーズに
～インターネットで回答可能～

　

7
月
21
日
、
真
壁
高
校
と
桜
川

市
は
、
地
域
社
会
の
一
層
の
活
性

化
に
資
す
る
た
め
の
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　

桜
川
市
が
進
め
る
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域
の
人
材
教

育
、
資
源
活
用
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、仕
事
づ
く
り
に
つ
い
て
連
携
。

お
互
い
の
資
源
を
効
果
的
に
活
用

し
、
活
力
あ
る
個
性
豊
か
な
地
域

社
会
の
形
成
・
発
展
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

真
壁
高
校
は
、
農
業
科
、
環
境

緑
地
科
、
食
品
化
学
科
な
ど
特
色

あ
る
学
科
が
あ
り
、
農
業
や
石
材

業
な
ど
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育

て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
酒

蔵
会
社
と
地
酒
造
り
に
取
り
組
ん

だ
り
、
市
内
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、

農
産
物
や
加
工
品
を
販
売
し
た

り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
旧
真
壁
郵
便
局
で
、

真
壁
高
校
の
植う

え
き木
邦く

に
お夫
校
長
と
大

塚
市
長
が
、
協
定
書
に
サ
イ
ン
。

植
木
校
長
は
、「
生
徒
の

感
覚
を
大
事
に
し
て
、
新

た
な
魅
力
を
生
み
出
す
企

画
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
、

生
徒
会
長
の
前ま

え
の野
叶か

な
み美
さ

ん
は
、「
生
徒
た
ち
で
計

画
を
考
え
、
地
域
活
性
化

の
た
め
頑
張
り
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
つ
く
ば
り
ん

り
ん
ロ
ー
ド
の
利
活
用
を

は
じ
め
、
市
の
資
源
と
生

徒
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
融
合

し
た
取
り
組
み
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

真
壁
高
校
と
桜
川
市
が

官
学
連
携
で
地
域
活
性
化

官
学
連
携
の
協
定
を
結
ん
だ（
写
真
右
か
ら
）大
塚
市
長
、

真
壁
高
校
の
植
木
邦
夫
校
長
、
前
野
叶
美
さ
ん

5 さくらがわ　2015.8.1
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7月1日6月18日・25日

ハ
ツ
ラ
ツ
と
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん

交
通
安
全
子
供
自
転
車
茨
城
県
大
会
で
優

勝
し
た
真
壁
小
学
校
の
皆
さ
ん

黒
こ
だ
ま
ス
イ
カ
「
誘
惑
の
ひ
と
み
」
を
橋

本
県
知
事
に
Ｐ
Ｒ
し
た
生
産
者
の
皆
さ
ん
と

大
塚
市
長

日
立
リ
ヴ
ァ
ー
レ
の
選
手
に
指
導
を
受
け
る

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

桜
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
生
き
い
き
大

運
動
会
」
が
真
壁
体
育
館
お
よ
び
岩
瀬
体
育
館
「
ラ

ス
カ
」
で
開
催
さ
れ
、
生
き
い
き
サ
ロ
ン
利
用
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
は
じ
め
、

ボ
ー
ル
運
び
や
紅
白
玉
入
れ
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
競

技
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

生
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、高
齢
者
の
仲
間
づ
く
り
や
健

康
維
持
・
介
護
予
防
を
目
的
に
、
月
１
・
２
回
、
地

域
の
集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
52
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
茨
城
県
大
会
が
ひ

た
ち
な
か
市
で
開
催
さ
れ
、
団
体
の
部
で
真
壁
小
学

校
が
通
算
15
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
茨
城
県
交
通
安
全
協
会
と
茨
城
県
警
察
本

部
の
主
催
で
開
催
。
今
回
は
、
県
内
28
小
学
校
か
ら

総
勢
１
１
２
人
の
児
童
が
参
加
し
、
学
科
と
実
技
試

験
で
点
数
を
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
、日
頃
の
練
習
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、団

体
の
部
で
真
壁
小
学
校
が
優
勝
。
個
人
の
部
で
も
上

位
４
名
を
独
占
す
る
見
事
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

同
小
学
校
は
茨
城
県
代
表
と
し
て
、
８
月
５
日

（
水
）
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

桜
川
市
内
で
栽
培
し
て
い
る
黒
こ
だ
ま
ス
イ
カ

の
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
、
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
こ
だ
ま

西す
い
か瓜

部
会
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
と
大
塚
市
長
が
、

橋は
し

本も
と

茨
城
県
知
事
を
訪
問
し
、
黒
こ
だ
ま
ス
イ
カ

「
誘
惑
の
ひ
と
み
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

こ
の
ス
イ
カ
は
、
平
成
18
年
か
ら
試
験
栽
培
を

始
め
、
平
成
20
年
か
ら
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
本
格

販
売
を
展
開
。
甘
み
が
強
く
、
身
が
詰
ま
っ
て
い

て
シ
ャ
リ
感
が
あ
る
の
が
特
徴
で
、
７
月
か
ら
10

月
上
旬
ま
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
ス
イ
カ
は
特
に
出
来
が
良
く
、
生
産
者

の
皆
さ
ん
は
、「
自
信
を
も
っ
て
食
べ
て
い
た
だ

け
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
笠
間
青
年
会
議
所
の
主
催
で
、

桜
川
市
・
笠
間
市
の
小
学
生
か
ら
一
般
の
方
を
対

象
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
“D

ream
s com

e 
true

～
夢
に
と
き
め
け
！
明
日
に
き
ら
め
け
！

今
を
か
が
や
け
！！
～
”
が
、
笠
間
市
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
２
０
０
人
が
参
加
。
Ｖ
・
プ
レ
ミ

ア
リ
ー
グ
女
子
の
日
立
リ
ヴ
ァ
ー
レ
の
選
手
18
人

が
講
師
と
し
て
、
楽
し
く
触
れ
合
い
な
が
ら
レ

シ
ー
ブ
や
ト
ス
、
ス
パ
イ
ク
の
打
ち
方
を
指
導
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
滅
多
に
経
験
で
き
な
い

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
指
導
に
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。

青
少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議
大
和
支
部
（
田た

口ぐ
ち

伸し
ん

支
部
長
）
が
、
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
、

目
が
見
え
な
い
音
楽
家
・
田た

中な
か

玲れ
い

子こ

さ
ん
を
招
い

て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
和
地
区
の
小
中
学
生
な
ど
を
対
象

に
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

田
中
さ
ん
は
、
優
し
い
歌
声
と
と
も
に
、
自
分
の

体
験
談
な
ど
を
披
露
し
、「
障
が
い
者
の
こ
と
を

正
し
く
理
解
し
、特
別
な
目
で
み
な
い
で
欲
し
い
」

と
伝
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
、「
障
が
い
者
の
方
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
意

識
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ひ
た
ち
な
か
市
で
開
催
さ
れ
た
第
13
回
茨
城
県

少
女
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
、
市
内
の
女
子
選
手
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
「
桜
川
ガ
ー
ル
ズ
Ｆ
Ｃ
」
が

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
は
、
１
次
・
２
次
リ
ー
グ
を
１
位
で
突
破
。

決
勝
戦
で
、
惜
し
く
も
０
対
１
で
敗
れ
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
、
県
代
表
と
し
て
８
月
に
開
催
さ

れ
る
８
都
県
少
女
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

出
場
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
稲い

な

見み

ま
ど
か
さ
ん
は
、「
優

勝
を
目
指
し
て
い
た
け
ど
決
勝
で
負
け
て
し
ま
い

悔
し
か
っ
た
で
す
。
８
都
県
大
会
で
は
１
試
合
で

も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
全
員
で
が
ん
ば
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
和
駅
構
内
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

公
認
指
導
士
の
指
導
の
も
と
、
ラ
ジ
オ
体
操

に
取
り
組
む
参
加
者
の
皆
さ
ん

株
式
会
社
つ
く
ば
イ
ワ
サ
キ
の
地
域
社
会
共
生

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
12
人
が
参
加

し
、
大
和
駅
周
辺
を
清
掃
し
ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、
昨
年
、
同
社
に
勤
め
る
桜
川

市
民
を
中
心
に
８
人
で
結
成
。Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動（
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ

※
企
業
の
社
会
的
責
任
）
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
昨
年

度
も
６
月
と
11
月
に
清
掃
活
動
を
実
施
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
同
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
は
、「
引
き

続
き
今
年
度
も
、
清
掃
活
動
や
小
学
生
を
対
象
と

し
た
企
業
体
験
・
見
学
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
地

域
貢
献
を
行
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

桜
川
市
ス
ポ
ー
ツ
団
体
合
同
研
修
会
が
大
和
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
に
は
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
近

年
増
加
し
て
い
る
熱
中
症
の
予
防
と
処
置
な
ど
の

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
講
座
（
講
師
／
大
塚

製
薬
株
式
会
社
）
と
、『
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を

お
ぼ
え
よ
う
』
の
実
技
講
座
（
講
師
／
全
国
ラ
ジ

オ
体
操
連
盟
公
認
指
導
士 

廣ひ
ろ

瀬せ

け
い
子こ

さ
ん
（
真

壁
町
下
谷
貝
地
区
））
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

桜
川
市
体
育
協
会
の
金か

ね

子こ

元も
と

則の
り

会
長
は
、「
こ

れ
か
ら
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
普
及
し
、
子
ど
も

た
ち
の
基
礎
体
力
の
向
上
と
、
市
民
の
健
康
寿
命

を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

目
が
見
え
な
い
音
楽
家
・
田
中
玲
子
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト

茨
城
県
少
女
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
準
優
勝
し
た

桜
川
ガ
ー
ル
ズ
Ｆ
Ｃ
の
皆
さ
ん

6月26日 7月11日7月6日 7月11日

まちの話題 まちの話題

6月25日 6月20日「
生
き
い
き
大
運
動
会
」

�

今
年
も
楽
し
く
開
催

真
壁
小
が
交
通
安
全
子
供
自
転
車

�

県
大
会
で
通
算
15
度
目
の
優
勝

黒
こ
だ
ま
ス
イ
カ
「
誘
惑
の

�

ひ
と
み
」
を
県
知
事
に
Ｐ
Ｒ

日
立
リ
ヴ
ァ
ー
レ
の
選
手
が
指
導

�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

青
少
年
育
成

�

田
中
玲
子
コ
ン
サ
ー
ト

桜
川
ガ
ー
ル
ズ
Ｆ
Ｃ

�

県
少
女
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
準
優
勝

大
和
駅
周
辺
で

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
実
施

ス
ポ
ー
ツ
研
修
会
で
、
熱
中
症

�

対
策
・
ラ
ジ
オ
体
操
を
学
ぶ



情報ひろば 情報ひろば桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111

誠
実
に
、
忠
実
に
。

あ
な
た
の
側
で
、

そ
ば

時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

▼診察時間

9：30～12：30
12：30

9：00
〜

（受付は 12：00まで）

（受付は 18：30まで）
14：30～19：00

曜日 月 火 水 木 金 土 日

◯

◯

◯ 休

休

休

休休◯

◯

◯

◯

◯

来院前に、必ずご連絡ください。

桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所

さくらがわ　2015.8.1 8さくらがわ　2015.8.19

　市民の皆様の声を行政に反映
するために、市長とお話しして
みませんか。話題はなんでも結
構です。
　なお、市長は職務上、急な用
務が入る場合がありますので、
その場合は副市長などが対応す
ることになります。
　お手数でも事前（前日）にお
問い合わせください。
■日時／ 8 月 24 日（月）
   9 時～ 12 時・13 時～ 16 時
■場所／市役所 大和庁舎
■�問合先／秘書広報課（☎ 58-

5111・75-3111 代表）
※ 次 回 ／ 9 月 28 日（ 月 ） は、

市役所岩瀬庁舎で、「市民の日」
を開催します。

市長と語ろう！
「市民の日」

募
集

市
職
員
募
集

　
（
平
成
28
年
度
採
用
）

■
採
用
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人

員【
事
務
職
員 

高
卒
】
若
干
名

【
精
神
保
健
福
祉
士
】
若
干
名

【
社
会
福
祉
士
】
若
干
名

【
保
健
師
】
若
干
名

■
職
務
内
容
／
本
庁
ま
た
は
出
先

機
関
で
一
般
事
務
に
従
事

■
受
験
資
格

【
事
務
職
員 

高
卒
】
平
成
６
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

【
精
神
保
健
福
祉
士
】
昭
和
61
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
有
す

る
方
、
ま
た
は
採
用
予
定
日
ま
で

に
取
得
見
込
の
方

【
社
会
福
祉
士
】
昭
和
61
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
社
会

福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
採
用
予
定
日
ま
で
に
取
得
見

込
の
方

【
保
健
師
】
昭
和
61
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
保
健
師
の

資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
採
用

予
定
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

■
第
一
次
試
験
日
・
場
所

【
試
験
日
】
10
月
18
日
（
日
）

【
試
験
会
場
】
桜
川
市
岩
瀬
中
央

公
民
館
（
桜
川
市
東
桜
川
一
丁
目

21
番
地
１
）

※ 

第
二
次
試
験
の
日
時
に
つ
い
て

は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に
通

知
し
ま
す
。

■
試
験
内
容

【
事
務
職
員 

高
卒
】

・�

第
一
次
試
験
／
教
養
試
験
（
高

等
学
校
履
修
程
度
）、
作
文
試

験
、
各
種
適
性
試
験

・�

第
二
次
試
験
／
体
力
検
査
、
面

接
試
験

【
精
神
保
健
福
祉
士
、
社
会
福
祉

士
、
保
健
師
】

・�

第
一
次
試
験
／
教
養
試
験
（
短

期
大
学
履
修
程
度
）、
作
文
試

験
、
各
種
適
性
試
験

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

・�

第
二
次
試
験
／
体
力
検
査
、
面

接
試
験

■
受
験
手
続
き
／
職
員
課
へ
受
験

申
込
用
紙
を
持
参
ま
た
は
郵
送

　

申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
、
職

員
課
（
大
和
庁
舎
）、
総
合
窓
口

課
（
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
）
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
郵
送
請
求
の
場

合
は
、
宛
名
を
明
記
し
た
返
信
用

封
筒
（
長
形
３
号
）
に
82
円
切
手

を
貼
り
同
封
し
、
表
に
「
職
員
採

用
試
験
申
込
書
（
採
用
職
種
名
）

請
求
」
と
朱
書
き
し
て
職
員
課
に

請
求
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
８
月
31
日
（
月
）

（
受
付
時
間　

平
日
９
時
～
17
時
）

※
郵
送
申
込
み
は
消
印
有
効

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
職
員
課

（
〒
３
０
９-

１
２
９
３ 

桜
川

市
羽
田
１
０
２
３　

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

市
制
施
行
10
周
年
記
念�

桜
川

市
民
祭「
世
界
み
か
げ
石
引
き

選
手
権
大
会
」
参
加
者
募
集

■
日
程
／
９
月
27
日
（
日
）

■
場
所
／
桜
川
市
役
所 
大
和
庁

舎
周
辺
（
雨
天
時
中
止
）

■
参
加
料
／
無
料

■
部
門
／
一
般
・
女
性
・
親
子
の

部　

各
３
人
１
組

８
月
納
期
の
税
・
保
険
料

納
期
限
／
８
月
31
日（
月
）

市
県
民
税�

２
期

国
民
健
康
保
険
税�

２
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

２
期

介
護
保
険
料�

３
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※ 

一
般
・
親
子
の
部
の
性
別
指
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
内
容

一
般
の
部
・
女
性
の
部

　

一
般
の
部
２
２
０
㎏
、
女
性
の

部
１
０
０
㎏
の
み
か
げ
石
を
３
人

１
組
で
25
ｍ
引
き
、
速
さ
を
競
い

ま
す
。
各
部
門
３
位
ま
で
表
彰
。

親
子
の
部

　

１
０
０
㎏
の
み
か
げ
石
を
３
人

１
組
【
大
人
１
～
２
名
ま
で
、
子

供
（
小
学
校
３
年
生
～
中
学
生
ま

で
）
１
～
２
名
ま
で
】
で
15
ｍ
引

き
、
30
秒
以
内
の
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
ま
す
。達
成
者
に
は
賞
品
あ
り
。

■
申
込
方
法
／
「
参
加
申
込
書
」

は
商
工
観
光
課
（
真
壁
庁
舎
）、

総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
・
大
和
庁

舎
）に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。（
※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

■
申
込
期
限
／
９
月
11
日
（
金
）

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎

０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直
通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
受
講
者
募
集
（
無
料
）

　

市
で
は
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し

て
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。
認
知
症
を

正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方
や

家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
９
月
16
日
（
水
）
13
時

30
分
～
15
時（
受
付
13
時
15
分
～
）

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館 

２

階 

大
会
議
室

■
内
容
／
認
知
症
の
症
状
・
認
知

症
の
診
断
・
治
療
・
予
防
・
認
知

症
の
方
へ
の
接
し
方
な
ど

■
講
師
／
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

■
対
象
／
認
知
症
に
関
心
の
あ
る

市
民
の
方

■
定
員
／
20
名

■
申
込
期
限
／
９
月
11
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
９
６-

73-

４
５
１
１
）

※ 

希
望
す
る
団
体
に
は
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
出
前
講

座
を
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。●　

　

●　
　

●　
　

●　
　

●

第
５
回�

桜
川
市
シ
ニ
ア
ゴ
ル

フ
大
会
参
加
者
募
集

■
開
催
日
／
10
月
７
日
（
水
）
※

雨
天
決
行

■
会
場
／
筑
波
学
園
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
（
桜
川
市
西
飯
岡
１
３
１
２
）

■
参
加
資
格
／
桜
川
市
在
住
で
60

歳
以
上
の
男
女
（
昭
和
31
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

■
募
集
定
員
／
１
６
０
名
（
先
着

順
）

■
参
加
費
／
１，
０
０
０
円
（
賞

品
代
、
保
険
代
な
ど
）

■
プ
レ
ー
フ
ィ
／
５，
６
０
０
円

（
プ
レ
ー
代
・
昼
食
代
）
※
各
自
、

ゴ
ル
フ
場
で
精
算
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
込
期
間
／
８
月
20
日
（
木
）

～
※
先
着
１
６
０
名

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
社

会
福
祉
協
議
会
岩
瀬
本
所
（
☎

76-

１
３
５
７
）・
真
壁
支
所
（
☎

54-

２
３
６
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

深
緑
の
赤
城
・
神
秘
の
大
沼

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

■
期
日
／
８
月
29
日
（
土
）

■
参
加
費
用
／
会
員 

３，
０
０
０

円
、
非
会
員 

４，
０
０
０
円
、
小
・

中
学
生 

１，
０
０
０
円

■
募
集
人
員
／
70
名
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
／
８
月
25
日
（
火
）

■
申
込
先
／
岩
瀬
体
育
館
（
☎

75-

６
６
０
０
）、
大
和
中
央
公

民
館
（
☎
58-

７
１
１
７
）、
真

壁
体
育
館
（
☎
54-

０
７
５
３
）

■
問
合
先
／
桜
川
ス
マ
イ
ル

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
☎
０
９
０-

６
７
９
３-

２
０
１
６
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

無
料
相
談
会

　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書

士
、
税
理
士
、
公
認
会
計
士
、
社

会
保
険
労
務
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
不
動
産
鑑
定
士
が
、
無
料
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
／
９
月
６
日
（
日
）
９
時

30
分
～
15
時
（
当
日
受
付
順
・
事

前
予
約
不
可
）

■
場
所
／
茨
城
県
産
業
会
館
大
会

議
室
（
水
戸
市
桜
川
２-

２-

35
）

■
問
合
先
／
茨
城
土
地
家
屋
調

査
士
会
（
☎
０
２
９-

２
５
９-

７
４
０
０
）

お
知
ら
せ

き
ぬ
聖
苑
休
苑
日

■
休
苑
日
／
８
月
15
日
（
土
）・

16
日（
日
）※
８
月
14
日（
金
）は
、

告
別
式
お
よ
び
火
葬
業
務
の
み
受

付
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
き
ぬ
聖
苑
（
☎

０
２
９
６-

33-

６
６
３
５
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
直
行
バ

ス
「
わ
か
ば
号
」
運
行

　

関
鉄
パ
ー
プ
ル
バ
ス
（
株
）
が

運
行
す
る
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
へ

の
直
行
バ
ス
「
わ
か
ば
号
」
が
、

本
年
度
も
運
行
さ
れ
ま
す
。

■
運
行
期
間
（
季
節
運
行
）
／
７

月
21
日（
火
）～
９
月
30
日（
水
）・

平
成
28
年
２
月
１
日
（
月
）
～
４

月
15
日
（
金
）
の
平
日
の
み
運
行

（
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
休
業
日
運

休
）
※
予
約
不
要

■
バ
ス
停
留
所
・
発
着
時
刻

■
問
合
先
／
関
鉄
パ
ー
プ
ル
バ

ス
（
株
）（
☎
０
２
９
６-

30-

５
０
７
１
）

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

桜
川
筑
西
イ
ン
タ
ー
入
口

バ
ス
停
留
所

8
時
40
分

7
時
55
分

行
き

16
時
30
分

17
時
10
分

帰
り



Health guide健康ガイド

月分

《問合先》健康推進課
 ☎ 0296 －75 －3159（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

住所：桜川市堤上407　講師：深谷尚子☎0296－76－6118

ＥＣＣジュニア・ＢＳ堤上教室
国際的に認められた“高品質”な教育を提供

２歳児～社会人、年齢・目的に
応じた豊富なコース

英語・英会話や基礎学力
「読み・書き・計算」を学べます。

すくすくと未来へ 歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 １歯 20 万円～）

床　矯　正
（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）下館ゴルフ倶楽部 感謝祭下館ゴルフ倶楽部 感謝祭
みんなで芝生で遊ぼう！水戸ホーリーホックのサッカー教室も開催！みんなで芝生で遊ぼう！水戸ホーリーホックのサッカー教室も開催！

◇申込先／☎０２９６-２０-１１１１ 下館ゴルフ倶楽部まで
当日は、ゲーム・イベントを多数開催（景品あり）当日は、ゲーム・イベントを多数開催（景品あり）

参加費無料
要予約

対象者：筑西市・桜川市近隣在住の小・中学生と保護者
昼食は、バーベキューをご用意しております。
対象者：筑西市・桜川市近隣在住の小・中学生と保護者
昼食は、バーベキューをご用意しております。

担当  古宇田・飯村・中島担当  古宇田・飯村・中島

とき：8月 26日（水）９時～14時（雨天決行）とき：8月 26日（水）９時～14時（雨天決行）

下館ゴルフ倶楽部 感謝祭下館ゴルフ倶楽部 感謝祭

お一人様5,340円回り放題（昼食なし）

8/3（月）・7（金）・10（月）・17（月）・
21（金）・24（月）・28（金）・31（月）

8月のセルフデー

下館ゴルフ倶楽部
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティ

担当  古宇田・飯村・中島
TEL.0296（20）1111

8月  5日（水）盛夏杯 セルフ 10,260円
8月23日（日）料理長杯 セルフ 13,350円
9月  3日（木）新秋杯 セルフ 10,260円
9月23日（水・祝）秋分杯 セルフ 13,350円

さくらがわ　2015.8.1 10さくらがわ　2015.8.111

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
26
年
９
月
生

・
日
程
／
９
月
15
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・
対
象
／
Ｈ
25
年
６
月
～
７
月
生

・
日
程
／
９
月
11
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル

■
３
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
24
年
６
月
～
７
月
生

・
日
程
／
９
月
１
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
尿
容
器
（
採
尿
し

た
も
の
）

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
26
年
７
月
～
９
月
生

・
日
程
／
９
月
30
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

母
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
離
乳
食
相
談
（
要
予
約
）

・ 

対
象
／
生
後
５
～
10
か
月
児
を

も
つ
保
護
者

・
日
程
／
９
月
４
日
（
金
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
９
時
45
分
～
10
時

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

・
定
員
／
先
着
20
名

■
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
（
要
予
約
）

・
対
象
／
初
妊
婦
と
夫

・
日
程
／
９
月
９
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
９
時

45
分

・
持
参
／
母
子
健
康
手
帳

総
合
健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

・ 

日
程
／
９
月
８
日
（
火
）・
30

日
（
水
）

・ 

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）
ま
た
は
真
壁
保
健
セ
ン

タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

成
人
健
康
診
査

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク
／
40
歳
以
上
の
方

・ 

日
程
／
９
月
25
日
（
金
）
～
28

日
（
月
）

・
会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
７
時
～
10
時

・ 
内
容
／
特
定
健
康
診
査
、
後
期

高
齢
者
検
診
、
若
年
者
検
診
、

結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
胃
が
ん

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
、
前
立
腺
が
ん

検
診

※�

検
査
項
目
に
よ
り
対
象
年
齢
が

変
わ
り
ま
す
。

心
の
健
康

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
９
月
17
日
（
木
）

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

内
容
／
精
神
科
医
師
が
担
当
し
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

休
日
当
番
医
療
機
関

�

診
療
時
間（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

９
月
６
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
仁
保
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
４
２
５

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

８
０
８
８

９
月
13
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
阿
部
田
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
２
３-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
３
０
５

９
月
20
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
加
茂
部
４-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

76-

３
１
３
１

９
月
21
日
（
月
）

・
医
療
機
関
名
／
根
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
２
０
２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
０
２
７

９
月
22
日
（
火
）

・
医
療
機
関
名
／
山
王
病
院

・
住
所
／
岩
瀬
42

・ 
連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

　
き
ら
き
ら
健
康
講
座

ク
レ
ア
チ
ニ
ン（
腎
機
能
検

査
）っ
て
な
に
？

　

糖
尿
病
の
三
大
合
併
症
の
ひ
と

つ
で
あ
る
糖
尿
病
性
腎
症
と
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
検
査
の
関
係
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う
。

・ 

日
時
／
９
月
２
日
（
水
）
13
時

30
分
～
15
時

・
場
所
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

講
師
／
県
西
総
合
病
院�

内
科�

岩い
わ

渕ぶ
ち

聡さ
と
し

先
生

・
定
員
／
50
名

こ
こ
ろ
の
健
康
と
睡
眠

　

日
々
の
睡
眠
を
快
適
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
こ
ろ
の
問
題
だ
け

で
な
く
、
生
活
習
慣
病
や
が
ん
の

発
症
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
ま
す
。

・ 

日
時
／
９
月
14
日
（
月
）
13
時

30
分
～
15
時

・
場
所
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

講
師
／
江
戸
川
大
学�

人
間
心
理

学
科�

福ふ
く

田だ

一か
ず

彦ひ
こ

先
生

・
定
員
／
50
名

【
共
通
事
項
】

■
申
込
期
限
／
両
講
座
と
も
開
催

日
前
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。（
先

着
順
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康

推
進
課
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直
通
）

9

０
６
０
０

９
月
23
日
（
水
）

・ 

医
療
機
関
名
／
つ
く
し
野
ク
リ

ニ
ッ
ク

・
住
所
／
真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

20-

７
７
５
５

９
月
27
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
東
飯
田
６
０
０

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
５
８

※�

当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場

合
は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
を
予
防
し
よ
う

■
熱
中
症
と
は
？

　

熱
中
症
と
は
、
室
温
や
気
温
が

高
い
中
で
の
作
業
や
運
動
に
よ

り
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
な
ど
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節

が
で
き
な
く
な
り
、
体
温
上
昇
、

め
ま
い
、
体
が
だ
る
い
、
ひ
ど
い

と
き
に
は
け
い
れ
ん
や
意
識
の
異

常
な
ど
、
様
々
な
症
状
を
お
こ
す

病
気
で
す
。
真
夏
の
炎
天
下
だ
け

で
な
く
、
家
の
中
で
何
も
し
て
い

な
い
と
き
や
就
寝
中
で
も
お
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。

■
日
頃
、
注
意
す
る
こ
と
は
？

・�

暑
さ
に
対
し
、無
理
を
せ
ず
徐
々

に
体
を
慣
ら
す
。

・�

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と

十
分
な
睡
眠
を
心
が
け
る
。

・�

体
調
の
悪
い
と
き
は
、
特
に
注

意
し
無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休

憩
を
と
る
。

■
暑
さ
を
避
け
よ
う　

・�

の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め

に
水
分
を
と
る
。

・�

外
出
時
は
、
通
気
性
が
よ
く
汗

を
吸
う
素
材
の
衣
類
を
着
用

し
、
帽
子
や
日
傘
も
利
用
す
る
。

・�

室
内
で
は
、
温
度
を
こ
ま
め
に

測
り
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を

上
手
に
使
う
。
ま
た
、
す
だ
れ

や
遮
光
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
使
っ

て
室
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境

を
つ
く
る
。

・�

保
冷
剤
や
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど

で
体
を
冷
や
す
の
も
効
果
的
。

■
水
分
補
給
の
ポ
イ
ン
ト

・�

運
動
を
し
た
あ
と
は
、
た
く
さ

ん
の
汗
に
よ
り
水
分
と
塩
分
が

失
わ
れ
ま
す
。
補
給
す
る
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
が
向

い
て
い
ま
す
が
、
運
動
後
30
分

以
内
で
あ
れ
ば
コ
ッ
プ
１
杯
の

牛
乳
も
効
果
的
で
す
。

�

牛
乳
は
、
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質

と
糖
質
を
含
み
、
血
液
を
つ
く

る
原
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

牛
乳
を
飲
む
と
血
液
量
が
ふ

え
、
汗
を
か
き
や
す
い
体
質
に

な
り
、
熱
中
症
を
防
ぐ
こ
と
に

も
役
立
ち
ま
す
。

■
応
急
措
置
の
ポ
イ
ン
ト

・�

涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
類

を
ゆ
る
め
、
足
を
高
く
し
て
寝

か
せ
る
。

・�

体
を
冷
や
し
水
分
や
塩
分
を
補

給
す
る
。

・�

呼
び
か
け
に
反
応
が
な
い
、
自

分
で
水
が
飲
め
な
い
場
合
は
、

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ
。



桜川市表彰式

氏　名 表彰の種類 住所 事績の概要

堀
ほり

　　政
まさ

美
み

特別功労者 西小塙 旭
きょくじつそうこうしょう

日 双 光 章
（春の叙勲）

皆
みな

川
がわ

　光
みつ

吉
よし

特別功労者 高久 藍
らんじゅ

綬 褒
ほうしょう

章
（春の褒章）

石
いし

塚
つか

　憲
のり

夫
お

特別功労者 加茂部 瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双 光章
（危険業務従事者叙勲）

池
いけ

田
だ

　和
かず

江
え

特別功労者 平沢 瑞宝双光章
（秋の叙勲）

飯
いい

島
じま

　義
よしくに

特別功労者 高久 瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光 章
（秋の叙勲）

小
こ

林
ばやし

　武
たけ

夫
お

特別功労者 大曽根 瑞宝双光章
（高齢者叙勲）

上
うえ

野
の

　　晃
あきら

特別功労者 大泉 旭
きょくじつたんこうしょう

日 単 光 章
（高齢者叙勲）

成
なり

田
た

藤
とう

二
じ

郎
ろう

特別功労者 大曽根 旭日単光章
（高齢者叙勲）

故 猪
い

野
の

　隼
はや

志
し

特別功労者 大国玉 瑞宝双光章
（死亡叙勲）

上
うえ

野
の

　征
せい

一
いち

自治功労者 大泉 桜川市議会議員として
９年間在職

橋
はし

本
もと

位
い

知
ち

朗
ろう

自治功労者 友部 桜川市議会議員として
９年間在職

川
かわ な

子
ご

秀
ひで

雄
お

自治功労者 鍬田 桜川市議会議員として
９年間在職

氏　名 表彰の種類 住所 事績の概要

増
ます

田
だ

　俊
とし

夫
お

自治功労者 大国玉 桜川市議会議員として
９年間在職

中
なか

川
がわ

　泰
やす

幸
ゆき

自治功労者 本木 桜川市議会議員として
９年間在職

岩
いわ

見
み

　正
まさ

純
ずみ

自治功労者 真壁町
下谷貝

桜川市議会議員として
８年間在職

髙
たか

山
やま

　善
ぜん

一
いち

自治功労者 真壁町
酒寄

統計調査員として
14 年６か月間在職

植
うえ

田
た

　住
すみ

一
いち

自治功労者 真壁町
塙世

統計調査員として
37 年３か月間在職

塚
つか

本
もと

　昌
まさ

夫
お

自治功労者 真壁町
下谷貝

統計調査員として
49 年７か月間在職

宇
う

田
だ

　弘
ひろ

已
み

自治功労者 真壁町
長岡

統計調査員として
31 年８か月間在職

故 植
うえ

木
き

　和
かず

夫
お

自治功労者 真壁町
源法寺

統計調査員として
26 年８か月間在職

故 藤
ふじ

田
た

　一
かず

明
あき

自治功労者 大曽根 統計調査員として
20 年３か月間在職

𠮷
よし

原
わら

　盛
もり

光
みつ

自治功労者 真壁町
椎尾

桜川中学校・まかべ幼
稚園学校医として 12 年
間在職

藤
ふじ

田
た

　　隆
たかし

一般 真壁町
上谷貝

多年にわたり市内の歴史
民俗調査に協力・資料寄贈

　7 月 10 日に市役所大和庁舎
で、桜川市表彰式が開催され、
桜川市表彰条例に基づき、市の
政治・文化・社会・経済・その
他地方自治の各般にわたってそ
の発展に貢献し、他の模範と認
められた方が表彰されました。
　表彰された方々は次のとおり
です。

（順不同・敬称略、事績の概要
は平成 27 年 4 月 1 日現在）

～23名の方が表彰されました～

、

介護のご相談は

居宅介護支援事業所

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071

入所・短期入所・
通所リハビリテーション

介護老人保健施設

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071
URL:http://www.douaikai.or.jp

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

延島クリニック延島クリニック
☎0296-58-5058

市役所大和庁舎で開催された桜川市表彰式に出席した皆さん
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無料法律相談
  8月23日（日）
  9月  6日（日）・20日（日）
10月  4日（日）・25日（日）

☎ 029-869-9500
つくば市吾妻3-10-13
つくば文化ビル3A

茨城県弁護士会所属　程塚  智則
場所：学園都市法律事務所

※事業・法人は
　30分5400円（税込）

予約制

筑波メディカル
センター近く

安
心
で
き
る

地
元
の
弁
護
士

交通事故で損をしないために！

犬の美容室犬の美容室

動物取扱番号：茨城県第1593号　取扱業種：保管　登録年月日：Ｈ25.7.10
登録有効期限：Ｈ30.7.9　動物取扱責任者：藤沼 夏美

Ｔ Ｅ Ｌ　070-5573-8735

定　休　日　火曜日
営業時間　10：00～18：30

〒300-4505　筑西市田宿506-8（旧明野町）

Ｌｉｌａ ＲｕｈｅＬｉｌａ Ｒｕｈｅ
～リーラ・ルーエ～～リーラ・ルーエ～

磯
部
稲
村
神
社
に
あ
る
紀
貫
之
歌
碑

真
壁
伝
承
館
に
あ
る
藤
田
祐
四
郎
歌
碑

磯部桜川公園にある石倉翠葉句碑

歴

No.61
教育委員会生涯学習課
伝承館グループ
（�☎0296-23-8521）

史
資
料
館
だ
よ
り

　

寺
社
や
公
共
施
設
の
一
角
に
は

多
様
な
石
碑
が
並
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
は
地
域
の
歴
史
や
建
立

の
謂い

わ

れ
が
記
さ
れ
る
一
方
、
そ
の

土
地
に
関
わ
る
俳
句
や
短
歌
が
刻

ま
れ
た
も
の
も
あ
る
の
で
す
。

　

今
回
は
、
石
碑
の
中
で
も
、
文

学
に
関
わ
る
碑
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

磯
部
稲
村
神
社
の
境
内
に
足
を

踏
み
入
れ
る
と
、
江
戸
時
代
末
の

天
保
14
年
（
１
８
４
３
年
）
に
建

て
ら
れ
た
大
き
な
歌
碑
が
あ
り
ま

す
。

郷
土
を
映
す
文
学
碑

　

記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
平
安
時

代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
後ご

撰せ
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
紀き

の

貫つ
ら

之ゆ
き

の
『
い
つ
も
よ
り
春
へ
に
な
れ
は

桜
川
波
の
花
こ
そ
ま
な
く
よ
す
ら

め
』
と
い
う
歌
で
、
桜
川
と
い
う

地
名
を
聞
い
た
紀
貫
之
が
花
の
波

が
間
断
な
く
押
し
寄
せ
る
様
を
思

い
描
い
て
詠
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
紀
貫
之
自
身
が
東
国
に
来

た
と
い
う
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
桜
川
の
評
判
が
遠
い
京
に
ま

で
届
い
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、『
後
撰
和
歌
集
』に
は『
常

よ
り
も
春
べ
に
な
れ
ば
さ
く
ら
河

花
の
浪
こ
そ
間
な
く
寄
す
ら
め
』

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

歌
が
詠
ま
れ
た
平
安
時
代
か
ら
石

碑
の
建
て
ら
れ
た
江
戸
時
代
ま
で

に
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た

中
で
少
し
形
が
変
化
し
て
い
っ
た

た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
磯
部
桜

川
公
園
の
中
に
あ
る
『
桜

さ
く
ら

魚う
お

掬す
く

は

ば
花
と
な
り
ぬ
べ
し
』
と
記
さ
れ

た
句
碑
。
こ
の
句
は
、
旧
岩
瀬
町

西
飯
岡
出
身
の
文
士
・
石い

し

倉く
ら

翠す
い

葉よ
う

が
、桜
川
を
舞
台
に
し
た
謡
曲「
桜

川
」
に
つ
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
、

石
碑
の
文
字
は
翠
葉
と
親
交
の

あ
っ
た
小お

川が
わ

芋う

銭せ
ん

の
書
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

若
干
20
歳
と
い
う
年
齢
で
、
桜

川
に
関
す
る
歴
史
や
風
俗
な
ど
を

『
桜さ

く
ら
が
わ
じ
せ
き
こ
う

川
事
蹟
考
』
と
い
う
１
冊
の

本
に
ま
と
め
上
げ
た
石
倉
翠
葉

は
、
私
財
を
投
じ
て
桜
川
顕
彰
の

た
め
に
生
涯
を
捧
げ
ま
し
た
。
大

正
13
年
に
桜
川
の
サ
ク
ラ
が
国
の

名
勝
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
彼
の

存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

　

最
後
に
真
壁
伝
承
館
敷
地
内
に

あ
る
藤ふ
じ

田た

祐す
け

四し

郎ろ
う

の
歌
碑
を
紹
介

し
ま
す
。

　

藤
田
祐
四
郎
は
東
京
美
術
学
校

日
本
画
科
に
進
学
す
る
も
、
生
家

の
農
業
を
継
ぐ
た
め
に
絵
筆
の
道

を
断
念
。
し
か
し
、
農
業
に
従
事

す
る
傍
ら
、
文
芸
に
親
し
み
続
け

ま
し
た
。『
つ
く
ば
ね
の
ふ
も
と

の
麦
は
穂
孕は

ら

み
て
妹い

も

が
住
む
べ
に

向
き
か
よ
そ
が
む
』
石
碑
に
刻
ま

れ
た
歌
は
、
筑
波
の
遠
縁
を
尋
ね

た
際
、
そ
の
途
次
に
詠
ん
だ
も
の

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
市
内
に
は
紹
介
し

た
以
外
に
も
文
学
碑
が
多
数
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
文
士
た
ち
が
残
し

た
言
葉
か
ら
、
い
つ
も
と
違
っ
た

郷
土
の
姿
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
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弁護士法人 萩原総合法律事務所弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二

日　時：8月13日（木）・14日（金） 9：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所

日　時：8月30日（日） 9：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所

予約制となります。どなたでも無料でご相談いただけます。

検索萩原総合

予約制となります。どなたでも無料でご相談いただけます。

無料法律相談会開催のお知らせ無料法律相談会開催のお知らせ 無料法律相談会開催のお知らせ無料法律相談会開催のお知らせ

児童図書
氷河時代の大研究　気候変動のひみつをさぐろう� 多田隆治�監修
ブキミ生物絶叫図鑑� 新宅広二�著
本当にいる世界の深海生物大図鑑� 石垣幸二�執筆／監修
つばさ� 大島理恵�作／絵
うたのすきなねこ　ララとルル� 松田奈那子�絵／構成
一般図書
祈りの幕が下りる時� 東野圭吾�著
夢を売る男� 百田尚樹�著��
穴� 小山田浩子�著
鈍感力（大活字本）� 渡辺淳一�著
神様（大活字本）� 川上弘美�著

貸
出
期
間�

▼�

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間�

▼�

９
時
〜
17
時

休
館
日�

▼�

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先�

▼�

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

【今月のお薦め本】

過ぎ去りし王国の城
宮部みゆき�著

貸
出
期
間�

▼�

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間�

▼�

９
時
〜
17
時

休
館
日�

▼�

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先�

▼�

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

児童図書
アナと雪の女王［１］愛されるエルサ女王� エリカ・デイビット�文／ないとうふみこ�訳
アナと雪の女王［２］失われたアナの記憶� エリカ・デイビット�文／ないとうふみこ�訳
ありがとさん♪� こんのひとみ�作／いもとようこ�絵
ジャッキーのいろんなかたち　くまのがっこうぬのえほん� あいはらひろゆき�著／あだちなみ�絵
ジャッキーのごあいさつ　くまのがっこうぬのえほん� あいはらひろゆき�著／あだちなみ�絵
一般図書

土
ど

漠
ばく

の花� 月村了衛�著
本屋さんのダイアナ� 柚木麻子�著
朝つくらないお弁当の手帖� 植木もも子�著
図解　アトピーを治して妊娠する本� 植松光子／植松未来�著
人生がときめく片づけの魔法� 近藤麻理恵�著

【今月のお薦め本】児童図書
なぜ？どうして？みぢかなぎもん　１年生� 丹伊田弓子�監修
アンコール・ワットのサバイバル１� 洪　在徹�文／文　情厚�絵
にんぎょのいちごゼリー� 末吉暁子�著
みつばちみつひめ　どどんとなつまつりの巻� 秋山あゆ子�作
子そだてゆうれい� 桜井信夫�ぶん／若山　憲�え
一般図書
氷河期以後　紀元前二万年からはじまる人類史　上・下� スティーヴン・ミズン�著／久保儀明�訳
歴史好きのための古文書入門� 高尾善希�著
いなくなれ、群青� 河野　裕�著
わたしたちはその赤ん坊を応援することにした� 朝倉かすみ�著
つちくれさん� 仁木英之�著

貸
出
期
間�

▼�

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間�

▼�

平
日
10
時
〜
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休
館
日�

▼�

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先�

▼�

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館

大和中央公民館

岩瀬中央公民館

BOOK REVIEW

【今月のお薦め本】

ラプラスの魔女
東野圭吾�著

88歳大女将、連日満室への道
集客10倍！バリアフリー観光はここまで来た

津田令子／編集部�著

※夏休み読書感想文課題図書の貸出もしております。貸出については、1週間 1冊までとなります。
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時間講師 大募集！
個別指導で国内最大規模の明光義塾で、子どもたちのサポートをしながら、

自分自身の成長に繋がるお仕事です。勤務地は
　岩瀬教室・笠間教室、面接は岩瀬教室にて行います。

まずは、お気軽にお電話下さい。

岩瀬教室 ☎0296-75-4119
受付：月～金（祝日含む）１４：００～２１：００

　
俳
　
句

【
大
和
俳
句
会
】

高
齢
に
負
け
ぬ
句
会
や
夏
来
た
る�

田
中
　
は
つ
い

生
き
て
行
く
波は

瀾ら
ん

万
丈
夏
の
空�
鈴
木
　
登
美
子

青
田
道
片
隅
に
建
つ
馬
頭
尊�

岩
渕
　
の
ぶ
子

か
な
か
な
や
明
日
の
米
研
ぐ
二
人
分�

安
達
　
幸
子

遠
筑
波
見
わ
た
す
か
ぎ
り
青
田
か
な�

代
田
　
と
し

　
短
　
歌

【
花
の
室
　
木
崎
集
】

面
影
は
も
と
ほ
り
に
つ
つ
一
年
の
の
ち
窓
辺
よ
り
聖

歌
あ
ふ
る
る�

塚
田
　
沙
玲

き
っ
ぱ
り
と
わ
が
人
生
に
悔
な
し
と
言
え
ず
終
る
は

こ
の
世
の
未
練�

石
浜
　
今
日
子

テ
ィ
タ
イ
ム
最
中
一
つ
を
分
け
あ
っ
て
時
間
に
溶
け

る
笑
顔
も
添
え
て�

大
久
保
　
ま
さ
子

想
い
出
は
い
ず
れ
も
刻
の
止
ど
ま
り
て
逝
き
た
る
君

の
面
影
は
若
し�

高
昌

ド
ラ
の
音
は
筑
波
の
峰
に
こ
だ
ま
し
て
幽
玄
の
世
に

わ
れ
を
誘
い
ざ
な

ふ�

塩
谷
　
明
子

杉
山
に
朝
陽
差
し
込
み
白
き
穂
の
さ
ら
し
な
し
ょ
う

ま
の
花
の
ゆ
れ
見
ゆ�

鈴
木
　
と
み

夕
食
後
電
話
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
流
れ
き
て
姉
と
の
会
話

に
元
気
湧
き
く
る�

塚
本
　
幸
子

落
ち
そ
う
な
ほ
っ
ぺ
と
笑
み
で
我
を
追
い
ほ
っ
こ
り

さ
せ
る
五
ヶ
月
の
児�

西
岡
　
和
子

秀
才
も
ガ
キ
大
将
も
語
り
草
八
十
年
の
余
白
に
と
ど

む�

野
村
　
幸
男

好
物
の
つ
ぶ
あ
ん
最
中
届
き
た
る
喜
ぶ
夫
は
ま
ず
仏

壇
に�

山
田
　
洋
子

色
あ
せ
し
ア
ル
バ
ム
の
中
に
祖
父
母
い
て
う
ち
わ
と

か
や
と
遠
き
夕
ぐ
れ�

奥
田
　
豊
子

く
も
の
巣
の
蝉
は
羽
ば
た
き
鳴
き
し
き
る
竹
竿
そ
っ

と
近
づ
け
て
み
る�

間
々
田
　
久
子

魂
の
つ
ど
う
星
空
そ
れ
ぞ
れ
の
残
し
た
家
族
に
ひ
か

り
を
灯
す�

田
村
　
敦
子

雨
け
ぶ
る
雨
引
の
山
登
山
道
迎
う
る
あ
じ
さ
い
露
う

け
笑
顔�

田
村
　
ひ
ろ
み

【
岩
瀬
萩
歌
会
】

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
熟
れ
し
と
友
の
持
ち
来
た
り
刻
か
け

し
ジ
ャ
ム
の
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
彩�
大
関
　
節
子

新
し
き
年
に
光
を
さ
さ
や
か
な
夢
つ
な
ぎ
ゆ
く
幸
を

こ
の
目
に�

安
達
　
悦
子

梅
雨
空
に
ア
ジ
サ
イ
の
花
満
ち
て
青
蛙
を
乗
せ
て
静

か
に
揺
れ
い
る�

安
達
　
す
み
子

誕
生
の
祝
に
受
け
し
桜
の
鉢
庭
に
植
替
へ
来
春
を
祈

る�

角
田
　
玉
枝

脚
病
み
て
い
や
す
術
な
き
米
寿
の
吾
に
伴
侶
と
な
る

は
マ
イ
・
シ
ル
バ
ー
カ
ー�

坪
井
　
ゆ
き
子

五
月
風
吹
く
中
鯉
の
立
ち
の
ぼ
り
我
が
子
の
時
を
思

ひ
出
だ
し
ぬ�

長
谷
川
　
玲
子

水
色
に
そ
ぼ
ふ
る
雨
に
咲
い
て
ゐ
た
校
舎
の
裏
の
あ

ぢ
さ
ゐ
の
花�

石
川
　
喜
代

【
一
般
投
稿
】

古
寺
の
庭
を
彩
る
紫
陽
花
は
七
色
変
化
に
い
ろ
か

た
ゞ
よ
う�

鈴
木
　
省
一

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

姿
見
え
ね
ど
ひ
ね
も
す
日
柄
誰
を
呼
ぶ
の
か
ホ
ト
ト

ギ
ス�

み
な
の
川
　
遊

歩
道
清
掃
八
十
路
の
仲
間
山
の
向
こ
う
に
虹
か
か
る

�

岩
瀬
　
絵
都
女

趣
味
で
咲
か
せ
た
草
花
手
向
け
祖
先
和
ま
す
迎
え
盆

�

つ
く
志
　
輝
美

ぽ
つ
り
話
が
途
切
れ
た
傘
に
雨
は
別
れ
の
音
で
降
る

�

い
な
ば
　
な
い

御
嶽
残
雪
情
け
に
溶
け
て
待
つ
は
新
盆
家
族
愛

�

田
　
哲
人

【
お
詫
び
と
訂
正
】

本
紙
前
号
（
№
２
３
５
）
の
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
、
訂
正
（
赤
線
箇
所
）
い
た
し
ま
す
。

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

風
光
る
炭
酸
水
の
泡
ひ
と
つ　

渡
部　

千
恵
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

日ひ
ゅ
う
が向

（
宮
崎
県
）
よ
り
我
が
児
尋
ね
て
桜
川
岸
辺
の
老

婆
の
唄
ぞ
悲
し
き
（
謡
曲
桜
川
）　

泉　

三
郎

15 さくらがわ　2015.8.1



この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています

� 住民基本台帳　7月１日現在

【 男 】　　22,030�人� （ー 24）
【 女 】　　22,545�人� （ー 21）
【 計 】　　44,575�人� （ー 45）
【世帯】　　15,235�世帯� （＋ 5）
� （　　）は対前月増減

　6月～ 7月にかけて、市内小学校でプール授業が行

われました。低学年では、水に慣れたり、浮かんだりして、

高学年になると、クロールや平泳ぎなどを習います。

　写真は、岩瀬小学校1年生。ビート板を使ったバタ足

など、楽しみながら水に慣れる授業が行われました。児

童の皆さんは、夏の日差しを浴びながら、「気持ちいい」

「楽しい」と笑顔で話していました。

【 表　紙 】

広
報

さ
く

ら
が

わ
N

o
.2

3
7
 8

月
1

日
発

行
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

http://w
w

w
.city.sakuragaw

a.lg.jp
E メ

ー
ル

：
 info@

city.sakuragaw
a.lg.jp

TEL：
0296-58-5111（

代
表

）
FAX：

0296-58-5115
〒

309-1293 茨
城

県
桜

川
市

羽
田

1023 番
地

発
行

：
桜

川
市

／
月

２
回

（
１

日
／

 15 日
）　

編
集

：
市

長
公

室
秘

書
広

報
課

人 口 と 世 帯

♪ 

さ
さ
の
は
さ
ら
さ
ら

の
き
ば
に
ゆ
れ
る
… 

♪

　
七
夕
に
向
け
て
子
ど
も

た
ち
は
、
流
れ
星
や
、
く

す
玉
、
織
姫
、
彦
星
の
短

冊
を
丁
寧
に
作
り
ま
し
た
。

　
願
い
事
を
何
に
し
よ
う

か
と
考
え
、
一
文
字
ず
つ

　
真
岡
市
科
学
教
育
セ
ン

タ
ー
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

に
行
き
、「
七
夕
と
月
の

話
」
を
見
て
き
ま
し
た
。

　
キ
ラ
キ
ラ
の
星
空
を
見

て
感
動
す
る
子
ど
も
た

ち
。

　
夏
の
星
座
を
た
く
さ
ん

し
っ
か
り
と
書
い
て
笹
に

飾
り
ま
し
た
。

　「
い
ち
ば
ん
早
く
走
れ

ま
す
よ
う
に
…
」「
プ
ー
ル

で
顔
つ
け
が
で
き
る
よ
う

に
…
」
織
姫
と
彦
星
の
よ

う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
願

い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
…

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
の
映
像
を
通
し
て
月
が

ど
う
し
て
色
々
な
形
に
変

化
す
る
の
か
、
七
夕
の
由

来
な
ど
を
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

た
な
ば
た

き
れ
い
な
お
星
さ
ま
み
ー
つ
け
た
！

星の宮幼保園
いるか組

星の宮幼保園
きりん組

年長さんご紹介
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